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低温 細菌に よ っ て 生 産 され た抗菌性紫色素の 特性
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一

【目的】食 品の 鮮度や品質を長期 間保 持 す る た めの 雑 菌 汚染 の 防止 技術の 開発 は食
品加工 業に お け る重 要 な課題 の

一
っ で あ る 。 著者 らが既 に分離 した 低温 細菌の 生産

す る紫色素は 低温 下で も抗菌力を持 つ の で 、 食 品の 長期冷蔵保存の ための 添加 剤 と
して 利用 可 能 と思われ る 。 本研 究で は、低温細菌に よ っ て 生 産 され た紫 色素の 化学
構造を 明 らか に した 後 、腐敗細 菌に及 ぼす紫色 素の 抗菌活性 を実験的に検討 した。

【方法 】菌株 と して ニ ジ マ ス の 腸 内か ら分離 した低温細菌 RTIO2 株が用い られ た 。

低 温細 菌 は 1091L カ ゼ イ ン
、　l　g／LK 、 HPO 、、 0．29 ／L　MgSO 　、

・7H ・ 0 と 1091L グ
ル コ ー ス を含む 培地 中で 培養 され た 。 低 温細菌に よ っ て 生 産 され た紫色 素は 培養液
中か らエ タ ノ

ー
ル を用い て 抽出分 離 され 、NMR ス ペ ク トル と MS ス ペ ク トル に よ っ

て 化学構 造 が 決 定 され た。 紫 色 素 の 抗 菌活性 試 験 の た め に Staphylococus　 aureus 、
BacillUS　subtilis 、　 BacillUS　megaterium な どの 腐敗細菌が用い られ た 。

【結果 】グル コ ース 培地 中で 対数 増殖 して い る腐敗細 菌 に 0 〜 50mg1L の 紫色 素を

添加 した 実験 結果 か ら、腐敗 細 菌 に対 す る紫 色 素 の 強 い 抗 菌活 性 が確認 され た 。

S　aureus の 培 養 で は、紫色 素 の 添加 濃度 の 増加 と ともに 菌 の 増殖速度 と グル コ
ー

ス

の 分解速度 は 著 しく低下 し 、 紫色 素を 20mg1L 以 上 添加 す る と菌は 全 く増殖 しなか
っ た 。 他 の 腐 敗細 菌に対 して も同程度の 阻害効果 が認 め られ た 。
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953 SePedoniummaに よ る Sepedon 血 の 生 産
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1目的】イ グチ類に寄生する菌生菌類、SePedoniummsは、エ
ー一

リッ ヒ肉腫、カ ビに作用す

る物質を生産する こ とが報告されてい る 。 今回は 、 イ グチ寄生 のSePedoniumraに よ る

SCIgiコdσ血 の 生産 を目的と して 液体培養で の 生産条件 と生産物の検討を行 っ た．
：

［方 法及 び結果 】イ グチ寄生 の カ ビを単離 し、数株 を不 完全世 代の SePedoniunt

cltrysosi ）e〃nzunz と 同定 した n こ れ らい ずれ の株 も炭素源 と して グル コ ー
ス 、 コ ー

ン ス

テ ィ
ー

プ リカ
ー

な どの 糖 類 、窒 素 源 と して ポ リペ プ トン 、増殖補助 因子 と して 酵母
エ キ ス を含む液体培養（初発p｝16．8、 フ ラ ス コ 、ジ ャ

ー一
フ ァ メ ン タ

ー
培 養）下 で 炭 素源

当た り約 1％ （W ／W ）の 収率で Sepedonln と思 われ る黄色 系 の物質が蓄積 し た。 こ の

物質 は酢酸 エ チ ル で 単
一

成分 と して 回収可能で あ っ た n こ の 物質 と共 に得 られる赤

色 系の 物質は酢酸エ チル で 抽 出で きず 、培養液 中に 蓄 積 した。又． この Sepedorlin

は好気的条件が 必要で増殖 連勤 型 の 生産形態 を と り、 フ ラ ス コ 培養 、ジャ
ー

フ ァ メ

ンタ ー培養 とも最 大収率 は 30℃ 、9 日間培養 で得 られ た。現在 こ の SepedOnin様物

質 の 詳細な構造決 定 に つ い て 検討 中で ある 。
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